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か た ら い令和４年７月１日   第 100 号（2）  

　

当
時
は
、
法
人
名
が
栃
木
県
厚
生
事
業
団
の
頃

で
あ
り
、
前
年
に
は
、
栃
木
県
氏
家
コ
ロ
ニ
ー
り

ん
ど
う
寮
と
ひ
ま
わ
り
寮
の
、
当
年
は
す
ぎ
な
寮

と
あ
や
め
寮
の
受
託
が
始
ま
り
、
職
員
数
も
大
幅

に
増
え
た
時
代
で
し
た
。

　

そ
の
職
員
の
情
報
共
有
と
福
利
厚
生
の
充
実
を

目
的
に
「
か
た
ら
い
創
刊
号
」
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。（
昭
和
五
十
五
年
七
月
）

　

手
書
き
の
ガ
リ
版
刷
り
で
、
表
紙
は
理
事
長
の

言
葉
か
ら
始
ま
り
、
写
真
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
機
関
紙
名
は
、「
栃
厚
の
友
」・「
や
す
ら
ぎ
」

な
ど
五
十
九
点
の
応
募
の
中
か
ら
「
か
た
ら
い
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

第
二
号
か
ら
は
印
字
と
な
り
、
号
数
が
増
え
る

ご
と
に
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
が
多
く
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
と
と
も
に
、
記
事
も
多
様
に
な
り
、
海
外

研
修
の
報
告
や
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
な
ど
も
掲
載

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

第
十
一
号（
昭
和
六
十
年
七
月
）～

第
二
十
号（
昭
和
六
十
四
年
一
月
）

　

こ
れ
ま
で
は
年
二
回
（
一
月
・
七
月
）
の
発
行

で
し
た
が
、
五
月
発
行
も
追
加
に
な
り
、
年
三
回

と
な
り
ま
し
た
。
四
コ
マ
漫
画
「
か
た
ら
い
ち
ゃ

ん
」
も
連
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
六
ペ
ー
ジ
発
行
で
し
た
が
、
第

二
十
一
号
か
ら
、
現
在
と
同
じ
八
ペ
ー
ジ
に
な
り

ま
し
た
。

　

シ
リ
ー
ズ
「
各
駅
停
車
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

各
施
設
の
紹
介
を
し
て
お
り
、
タ
イ
ト
ル
デ
ザ
イ

ン
も
毎
回
変
更
し
て
い
て
お
し
ゃ
れ
で
し
た
。

第
三
十
一
号
（
平
成
四
年
九
月
）
～

第
五
十
号
（
平
成
十
一
年
一
月
）

　
第
三
十
六
号
（
平
成
六
年
五
月
）
か
ら
シ
リ
ー

ズ
「
十
人
十
色
」
が
始
ま
り
ま
す
。
記
念
す
べ
き

第
一
回
は
四
コ
マ
漫
画
『
ぜ
っ
た
い
フ
ク
シ
く
ん
』

の
作
者
：
ミ
ノ
虫
さ
ん
で
し
た
。

　

第
三
十
八
号
（
平
成
七
年
一
月
）
か
ら
は
毎
年

恒
例
と
な
る
「
年
男
・
年
女
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

第
三
十
九
号
（
平
成
七
年
五
月
）
か
ら
、「
か
た

ら
い
」
の
大
き
さ
が
Ｂ
五
判
か
ら
Ａ
四
判
と
な
り

ま
し
た
。

　

第
四
十
七
号
（
平
成
十
年
一
月
）
で
は
栃
木
県

社
会
福
祉
事
業
団
が
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
記
念
特
集
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
内
容
は
記
念
事
業
の
詳
細
・
各
施
設
の
歴
史

に
つ
い
て
で
す
。

　

第
五
十
号
（
平
成
十
一
年
一
月
）
は
、
記
念
す

べ
き
第
五
十
号
の
記
念
特
集
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

初
刊
か
ら
第
四
十
九
号
ま
で
に
「
か
た
ら
い
」
発

行
に
関
わ
っ
て
き
た
方
か
ら
当
時
の
思
い
出
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
五
十
一
号（
平
成
十
一
年
五
月
）～

第
六
十
号（
平
成
十
四
年
一
月
）

　

こ
の
頃
は
、
最
初
と
最
後
の
ペ
ー
ジ
の
み
フ
ル

カ
ラ
ー
で
そ
れ
以
外
は
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
第
五
十
九
号
（
平
成
十
四
年

五
月
）か
ら
は
全
ペ
ー
ジ
モ
ノ
ク
ロ
に
な
り
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会
の
情

報
の
他
に
、
俳
句
や
四
コ
マ
漫
画
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

第
五
十
三
号
（
平
成
十
二
年
一
月
）
に
は

二
〇
〇
〇
年
を
迎
え
、
各
所
属
長
か
ら
抱
負
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
五
十
四
号
（
平
成
十
二
年
五
月
）
で
約
七
年

間
連
載
し
て
い
た
四
コ
マ
漫
画
『
ぜ
っ
た
い
フ
ク

シ
く
ん（
作
者
：
ミ
ノ
虫
）』が
最
終
回
を
迎
え
、『
ピ

カ
ッ
と
！
ひ
か
り
ち
ゃ
ん
（
作
者
：
こ
む
り
ん
）』

へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。
ミ
ノ
虫
さ
ん

は
四
コ
マ
漫
画
を
掲
載
す
る
に
あ
た
り
、
下
野
新

聞
社
の
四
コ
マ
漫
画
教
室
に
通
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
後
任
の『
ピ
カ
ッ
と
！
ひ
か
り
ち
ゃ
ん
』で
は
、

子
ど
も
な
ら
で
は
の
聞
き
間
違
い
や
ダ
ジ
ャ
レ
な

ど
、
ク
ス
っ
と
笑
え
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
五
十
七
号
（
平
成

十
三
年
十
月
）
で
は
法

人
名
が
『
栃
木
県
社
会

福
祉
事
業
団
』
か
ら
『
と

ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会
』

へ
と
変
わ
る
と
と
も
に
、

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。『
県
民

の
大
き
な
心
（
手
）
の

中
で
、
三
世
代
が
支
え

合
い
な
が
ら
明
る
く
生

活
し
て
い
る
様
子
』
を
表
し
て
い
ま
す
。

第
六
十
一
号（
平
成
十
五
年
五
月
）～

第
八
十
号（
平
成
二
十
四
年
七
月
）

　

第
六
十
三
号
（
平
成
十
六
年
一
月
）
県
北
支
所

開
所
式
典
が
催
さ
れ
た
こ
と
と
、
ど
ん
な
研
修

コ
ー
ス
が
あ
る
か
の
紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
六
十
五
号(

平
成
十
七
年
一
月)

で
は
協
会

職
員
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
た
こ
と
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
受
章
を
知
っ
た
時
の
心
境
と
皇
居
で

行
わ
れ
た
受
章
式
に
つ
い
て
の
様
子
が
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
六
十
七
号
（
平
成
十
八
年
一
月
）
で
は
和
楽

荘
の
閉
館
に
伴
い
、『
さ
よ
な
ら
和
楽
荘
』
と
い

う
ペ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
和
楽
荘
で
働
い

た
方
達
の
想
い
が
籠
っ
た
言
葉
が
紡
が
れ
て
い
ま

す
。

　

第
七
十
号
（
平
成
十
九
年
七
月
）
で
四
コ
マ
漫

画
の
執
筆
が
こ
む
り
ん
さ
ん
か
ら
ま
こ
と
さ
ん

（
漫
画
タ
イ
ト
ル
『
今
日
も
腕
ま
く
り
』）
へ
と
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
掲
載
が
無
か
っ
た
『
年
男
・
年
女
』

の
コ
ー
ナ
ー
が
第
七
十
一
号
（
平
成
二
十
年
一
月
）

で
再
び
登
場
し
ま
し
た
。

　

第
七
十
八
号
（
平
成
二
十
三
年
七
月
）
に
東
日

機関紙「かたらい」第100号記念特集
機
関
紙「
か
た
ら
い
」が
第
一
〇
〇
号
を
迎
え
ま
し
た
！

　

昭
和
五
十
五
年
七
月
十
日
の
創
刊
号
以
来
、

四
十
二
年
に
わ
た
り
発
刊
さ
れ
続
け
て
き
た
機
関

紙
「
か
た
ら
い
」
は
、
今
回
を
も
っ
て
第
一
〇
〇

号
を
数
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
迎
え
た
第
一
〇
〇
号
と
い
う
節
目
を

記
念
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
十
二
年
か
ら
七
年
間
連
載
さ
れ

た
四
コ
マ
漫
画
「
ピ
カ
ッ
と
！
ひ
か
り
ち
ゃ
ん
」

が
当
時
執
筆
さ
れ
た
職
員
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今

号
限
り
復
活
し
ま
す
。

　

過
去
の
連
載
を
知
っ
て
い
る
方
は
、
懐
か
し
さ

を
感
じ
て
頂
き
、
知
ら
な
い
方
は
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
ひ
か
り
ち
ゃ
ん
の
魅
力
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

創
刊
号（
昭
和
五
十
五
年
）～

　
　
　
　
第
十
号（
昭
和
六
十
年
一
月
）

第
二
十
一
号（
平
成
元
年
五
月
）～

第
三
十
号（
平
成
四
年
五
月
）



か た ら い（3）  第 100 号 令和４年７月１日

本
大
震
災
の
各
施
設
等
被
害
状
況
報
告
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
現
場
の
写
真
が
被
害
の
大
き
さ
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

　

第
八
十
号
（
平
成
二
十
四
年
七
月
）
で
は
被
害

を
受
け
た
建
物
の
ほ
と
ん
ど
が
復
旧
し
ま
し
た
。

ま
た
、
建
替
え
整
備
が
完
了
し
た
わ
か
く
さ
へ
の

引
越
作
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

第
八
十
一
号（
平
成
二
十
五
年
一
月
）～

第
九
十
号
（
平
成
二
十
九
年
七
月
）

　

第
八
十
一
号
（
平
成
二
十
五
年
一
月
）
か
ら
全

ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
仕
様
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
八
十
二
号
（
平
成
二
十
五
年
七
月
）
の
『
と

ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会
役
員
等
名
簿
』
の
ペ
ー
ジ
で

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
カ
ラ
ー
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
那
珂
川
苑
が
開
設
三
十
周
年
を
迎

え
、
記
念
特
集
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
八
十
四
号
（
平
成
二
十
六
年
七
月
）
で
は
完

成
し
た
宝
木
保
育
園
新
園
舎
が
表
紙
を
飾
り
、
新

し
い
設
備
の
紹
介
や
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
な
ど

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
八
十
八
号
か
ら
は
『
理
事
長
へ
の
提
案
・
相

談
』
の
欄
が
登
場
し
ま
す
。

第
九
十
一
号
（
平
成
三
十
年
一
月
）～

第
九
十
九
号
（
令
和
四
年
一
月
）

　

第
九
十
一
号
（
平
成
三
十
年
一
月
）
で
は
栃
木

県
厚
生
事
業
団
設
立
か
ら
五
十
年
が
経
ち
、
記
念

事
業
「
～
栃
木
県
厚
生
事
業
団
設
立
か
ら
五
十
周

年
を
迎
え
て
～
」
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
九
十
二
号
（
平
成
三
十
年
七
月
）
で
は
約
四

年
を
掛
け
た
清
風
園
の
建
て
替
え
が
完
了
し
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
を
基
本
と
し
た
施
設
の
紹
介
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
九
十
三
号
（
平
成
三
十
一
年
一
月
）
で
は
、

那
珂
川
苑
が
三
十
六
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま

し
た
。
昭
和
五
十
八
年
に
全
国
で
三
番
目
の
障
害

者
更
生
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
設
し
、
五
十
五
万
人

の
宿
泊
利
用
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

那
珂
川
苑
で
働
い
て
い
た
職
員
か
ら
、
営
業
終
了

に
関
し
て
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
九
十
五
号
か
ら
続
い
た
『
桜
ふ
れ
あ
い
の
郷

　

建
替
整
備
進
捗
状
況
』
の
ス
ペ
ー
ス
も
、
第

九
十
八
号
（
令
和
三
年
七
月
）
の
『
桜
ふ
れ
あ
い

の
郷　

新
施
設
の
開
所
に
つ
い
て
』
を
持
っ
て
終

了
と
な
り
ま
す
。
地
鎮
祭
か
ら
始
ま
り
、
基
礎
工

事
、
施
設
建
設
と
見
守
っ
て
き
た
読
者
に
や
っ
と

施
設
内
を
お
披
露
目
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

機関紙「かたらい」第100号記念特集

ピ
カ
ッ
と
ひ
か
り
ち
ゃ
ん
の

　
　
　
　
　
　
執
筆
に
寄
せ
て

　

    

　
　

か
た
ら
い
第
一
〇
〇
号
に
「
ピ
カ
ッ
と
ひ

か
り
ち
ゃ
ん
」
の
執
筆
依
頼
を
い
た
だ
き
光
栄

で
す
。
こ
の
四
コ
マ
漫
画
は
、
平
成
十
二
年

九
月
二
十
五
日
発
行
の
か
た
ら
い
第
五
十
五

号
か
ら
、
七
年
間
で
十
五
作
を
発
表
し
ま
し

た
。
今
回
十
五
年
ぶ
り
の
執
筆
と
な
り
ま
す
。

　

漫
画
の
ネ
タ
は
、
当
時
私
が
思
い
つ
い
た

も
の
や
我
が
家
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
中
心
で
し

た
。
今
回
何
を
ネ
タ
に
し
よ
う
か
考
え
、
ま

ず
一
つ
描
い
て
み
ま
し
た
が
、
ク
ス
ッ
と
笑

え
る
作
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
覚
が
戻
ら

な
い
こ
と
で
数
日
悩
み
ま
し
た
。
初
心
に
か

え
る
つ
も
り
で
こ
れ
ま
で
の
作
品
を
読
み
返

し
、「
漫
画
な
ん
だ
か
ら
。
堅
苦
し
く
な
く
て

い
い
。」
と
割
り
切
っ
た
ら
描
け
ま
し
た
。

　

悩
み
、
振
り
返
り
、
気
づ
き
、
行
動
す
る

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

過
去
の
作
品
の
テ
ー
マ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一　

桃
太
郎
ご
っ
こ
（
鬼
＝
母
、
犬
＝
弟
）

二　

ご
声
援
と
五
千
円
の
勘
違
い

三　

た
ぬ
き
の
た
か
ら
ば
こ

四　

恵
比
寿
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
大
黒
（
外
国
）　

五　

お
か
あ
さ
ん
エ
ス
テ
に
い
く

六　

い
ろ
ん
な
髪
型

七　

落
と
し
玉
よ
り
お
年
玉

八　

木
曜
日
（
サ
ー
ズ
デ
ー
）
は
危
険

九　

イ
ン
フ
レ
っ
て
病
気
か
な

十　

お
母
さ
ん
の
天
気
予
報

十
一　

喜
び
を
分
か
ち
合
う
年
賀
状

十
二　

合
掌
部
を
つ
く
ろ
う

十
三　

お
正
月
は
初
づ
く
し

十
四　

除
草
じ
ゃ
な
い
よ
助
草
だ
よ

十
五　

い
の
し
し
で
ご
あ
い
さ
つ

　

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

　

第
五
十
五
号
～
第
七
十
号
ま
で
連
載
し
て
い
た
『
ピ
カ
ッ
と
！
ひ
か
り

ち
ゃ
ん
』
が
一
〇
〇
号
限
り
で
復
活
し
ま
し
た
！



か た ら い令和４年７月１日   第 100 号（4）  

Ⅰ　

事
業
運
営
方
針

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
国
内
で
初
め
て
発

生
し
て
二
年
が
経
過
し
た
。
当
協
会
に
お
い
て
は
、
基

本
的
な
感
染
症
対
策
の
徹
底
の
ほ
か
、
積
極
的
な
ワ
ク

チ
ン
や
福
祉
施
設
職
員
に
対
す
る
定
期
的
な
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
の
実
施
な
ど
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き
た
。

今
後
も
引
き
続
き
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

令
和
三
年
度
は
、
桜
ふ
れ
あ
い
の
郷
で
新
施
設
で
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
始
め
た
ほ
か
、
新
た
な
人
事
管
理
制

度
の
運
用
を
開
始
し
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
を
導
入
し

て
、
給
与
制
度
を
見
直
す
な
ど
、
人
材
確
保
と
職
員
の

資
質
向
上
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
人
材
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
特
に
利
用
者
支
援
職
員
の
確
保
に
苦

慮
し
て
お
り
、
人
材
の
育
成
と
と
も
に
当
協
会
の
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
長
時
間
労
働
の
防
止

や
超
過
勤
務
の
縮
減 

、
交
代
制
の
職
場
に
お
け
る
欠
員

の
補
充
、
一
部
の
職
員
の
負
担
感
の
解
消
な
ど
も
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
令
和
四
年
度
に
お
い
て
は
、
人

材
確
保
の
た
め
広
報
活
動
や
、
人
材
育
成
に
係
る
職
員

研
修
の
充
実
強
化
を
図
る
と
も
に
、
引
き
続
き
適
正
な

人
事
考
課
の
実
施
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
な
ど
、
新
た

な
人
事
管
理
制
度
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
。
ま
た
、
業
務
の
内
容
、
実
施
方
法
、
業
務
量

及
び
こ
れ
に
見
合
っ
た
人
員
配
置
に
係
る
点
検
を
行
い
、

長
時
間
労
働
の
防
止
、
超
過
勤
務
の
縮
減
な
ど
、
職
員

が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
推
進
す
る 

。

　

さ
ら
に
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
令
和
四
年
度
ま
で
の

五
か
年
の
計
画
で
あ
る
と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会
基
本
計

画（
三
期
計
画
）は
令
和
四
年
度
で
最
終
年
度
を
迎
え
る
。

本
計
画
を
締
め
く
く
る
と
と
も
に
、
と
ち
ぎ
健
康
福
祉

協
会
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
と
そ
の
取
り
組
み
方
策
を

検
討
し
て
新
た
な
計
画
を
策
定
し
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
法
人
と
し
て 

、
自
主
自
立
経
営
を
確
か
な
も

の
と
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

Ⅱ　

重
点
事
項

　

令
和
四
年
度
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
重
点
的
に
取

り
組
む
。

一　

�

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
等
級
制
度
や
人
事
考
課
制
度
な
ど

人
事
管
理
制
度
の
充
実
・
定
着

　

�　

考
課
者
に
対
す
る
研
修
の
実
施
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
考
課
結
果
の
分
析
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
に
連

携
し
た
研
修
の
実
施
な
ど
、
人
事
管
理
制
度
の
充
実
・

定
着
を
図
る 

。

二　

�

人
材
の
確
保
、
育
成
、
職
員
が
働
き
や
す
い
職
場

環
境
の
整
備

　

�　

様
々
な
方
法
で
の
広
報
活
動
に
よ
り
人
材
の
確
保

に
努
め
、
職
員
研
修
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
人
材
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
長
時
間
労
働
の

防
止
に
係
る
対
策
、
新
た
な
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
の

導
入
の
検
討
を
行
う
ほ
か
、
人
員
の
適
正
配
置
に
係

る
点
検
を
行
う
な
ど
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
職

員
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備
す
る 

。

三　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

　

�　

令
和
三
年
度
に
は
福
祉
施
設
職
員
に
対
し
て
の
み
実

施
し
た
定
期
的
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
に
つ
い
て
、

法
人
内
全
職
員
に
範
囲
を
広
げ
る
な
ど
、
引
き
続
き
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
徹
底
す
る
。

四　

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定

　

�　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
や
地
震
、

水
害
等
の
自
然
災
害
時
に
お
け
る
事
業
の
継
続
に
係

る
計
画
を
定
め
、
危
機
管
理
対
策
を
講
じ
る
。

五　

次
期
指
定
管
理
の
申
請
に
向
け
て
の
検
討

　

�　

令
和
五
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る
と
ち
ぎ
健
康
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
、
と
ち
ぎ
生
き
が
い
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
業
務
に
つ
い
て
、
次
期
申
請
に
向
け
て

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

六　

次
期
中
長
期
計
画
（
基
本
計
画
四
期
計
画
）
の
策
定

　

�　

三
期
計
画
を
振
り
返
り
、
課
題
を
明
ら
か
に
し
、

令
和
五
年
度
か
ら
令
和
九
年
度
ま
で
の
今
後
五
年
間

の
法
人
の
目
指
す
方
向
性
と
、
そ
の
実
現
に
向
け
た

第
四
期
計
画
を
策
定
す
る
。

令
和
四
年
度

と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会
事
業
計
画

令和４年度とちぎ健康福祉協会資金収支予算
自　令和４年４月１日
至　令和５年３月31日

（単位：千円）

勘　定　科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減（△）

事

 

業

 

活

 

動

 

に

 

よ

 

る

 

収

 

支

収

入

児 童 福 祉 事 業 収 入 183,343 180,079 3,264

保 育 事 業 収 入 219,554 216,971 2,583

就 労 支 援 事 業 収 入 24,381 24,870 △ 489

障害福祉サービス等事業収入 1,718,637 1,722,996 △ 4,359

指 定 管 理 者 事 業 収 入 558,479 555,299 3,180

高齢者生きがいづくり支援事業収入 93,706 96,884 △ 3,178

法 人 本 部 収 入 0 21,491 △ 21,491

借 入 金 利 息 補 助 金 収 入 10 11 △ 1

経 常 経 費 寄 附 金 収 入 37 9 28

受 取 利 息 配 当 金 収 入 1,395 1,361 34

そ の 他 の 収 入 54,987 34,578 20,409

事 業 活 動 収 入 計　 ⑴ 2,854,529 2,854,549 △ 20

支

出

人 件 費 支 出 1,821,236 1,778,160 43,076

事 業 費 支 出 447,900 456,231 △ 8,331

事 務 費 支 出 477,147 485,678 △ 8,531

就 労 支 援 事 業 支 出 24,240 24,729 △ 489

支 払 利 息 支 出 5,920 3,748 2,172

そ の 他 の 支 出 3,794 3,867 △ 73

事 業 活 動 支 出 計　 ⑵ 2,780,237 2,752,413 27,824

事業活動資金収支差額　⑶=⑴－⑵ 74,292 102,136 △ 27,844

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収

入

施 設 整 備 等 補 助 金 収 入 1 2 △ 1

固 定 資 産 売 却 収 入 1 0 1

施 設 整 備 等 収 入 計　 ⑷ 2 2 0

支

出

設備資金借入金元金償還支出 46,658 37,940 8,718

固 定 資 産 取 得 支 出 9,203 19,311 △ 10,108

固 定 資 産 除 去・ 廃 棄 支 出 652 444,271 △ 443,619

ファイナンス・リース債務の返済支出 11,180 9,593 1,587

施 設 整 備 等 支 出 計　 ⑸ 67,693 511,115 △ 443,422

施 設 整 備 等 資 金 収
支 差 額  ⑹ = ⑷ － ⑸ △ 67,691 △ 511,113 443,422

そ

の

他

の

活

動

に

よ

る

収

支

収

入

積 立 資 産 取 崩 収 入 46,206 513,722 △ 467,516

事 業 区 分 間 繰 入 金 収 入 58,578 51,647 6,931

拠 点 区 分 間 繰 入 金 収 入 184,616 653,933 △ 469,317

サ ー ビ ス 区 分 間 繰 入 金 収 入 11,834 13,791 △ 1,957

長 期 前 払 費 用 収 入 705 97 608

そ の 他 の 活 動 収 入 計　 ⑺ 301,939 1,233,190 △ 931,251

支

出

積 立 資 産 支 出 105,799 104,425 1,374

事 業 区 分 間 繰 入 金 支 出 58,578 51,647 6,931

拠 点 区 分 間 繰 入 金 支 出 184,616 653,933 △ 469,317

サ ー ビ ス 区 分 間 繰 入 金 支 出 11,834 13,791 △ 1,957

そ の 他 の 活 動 に よ る 支 出 6,999 6,999 0

長 期 前 払 費 用 支 出 0 2,583 △ 2,583

そ の 他 の 活 動 支 出 計　 ⑻ 367,826 833,378 △ 465,552
その他の活動資金収支差額
　　　　　　　　　　　⑼=⑺－⑻ △ 65,887 399,812 △ 465,699

予　　備　　費　　支　　出 　⑽ 53,500 53,500 0
当 期 資 金 収 支 差 額 合 計　

⑾ = ⑶ + ⑹ + ⑼－⑽ △ 112,786 △ 62,665 △ 50,121

前 期 末 支 払 資 金 残 高　⑿ 731,547 769,346 △ 37,799

当 期 末 支 払 資 金 残 高　⑾＋⑿ 618,761 706,681 △ 87,920



か た ら い（5）  第 100 号 令和４年７月１日

とちぎ健康福祉協会役員名簿　　　　（令和４年７月１日現在）

理　事 （敬称略・順不同）

氏　名 所　　　　　　属
冨田　哲夫 とちぎ健康福祉協会 理 事 長
小堀　哲生 とちぎ健康福祉協会 常 務 理 事 総 務 福 祉 部 長
松村　　誠 とちぎ健康福祉協会 常務理事生きがい健康部長
谷口　一広 とちぎ健康福祉協会 総 務 福 祉 部 総 務 課 長
荒井　一宏 とちぎ健康福祉協会 桜 ふ れ あ い の 郷 所 長
小室　悦子 とちぎ健康福祉協会 宝 木 保 育 園 長

監　事 （敬称略・順不同）

氏　名 所　　　　　　属
小祝　章二 栃木県国民健康保険団体連合会　常務理事
増山　雄貴 増山公認会計士事務所　公認会計士・税理士

評　議　員 （敬称略・順不同）

氏　名 所　　　　　　属
関根　房三 栃 木 県 社 会 福 祉 協 議 会 会 長
前川　昭一 栃 木 県 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 会 長
麦倉　仁巳 栃 木 県 身 体 障 害 者 団 体 連 絡 協 議 会 会 長

日向野　文代 栃 木 県 民 生 委 員 児 童 委 員 協 議 会 会 長
佐護　　操 栃 木 県 手 を つ な ぐ 育 成 会 副 会 長
浜野　　修 栃木県地域包括・在宅介護支援センター協議会会長
星野　雄一 栃木県立リハビリテーションセンター理事長兼所長

生
き
が
い
健
康
部　

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
ち
ぎ
２
０
２
２
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
交
流
大
会
」
は
四
月
十
七
日
か
ら
約

一
カ
月
半
、
十
九
種
目
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
昨
年
と
昨
年
は
残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
「
全
国
健
康
福
祉

祭
ぎ
ふ
大
会
」
が
延
期
、
中
止
と
な
っ
た
た
め

行
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

各
競
技
に
参
加
し
た
選
手
は
、
三
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
を
目
指
し
て
白
熱
の
戦

い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
シ
ル
バ
ー
作
品
展
で
は
、
日
本
画
・
洋

画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
の
六
部
門
に
合

計
百
六
十
六
点
の
応
募
が
あ
り
、
六
月
一
日

(

水)

か
ら
五
日
間
に
わ
た
り
全
て
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
作
者
の
想
い
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
、
作
品
展

に
は
た
く
さ
ん
の
人
々
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
作
品
展
の
上
位
入
賞
作
品
十
二
点

と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
大
会
で
選

抜
さ
れ
た
十
九
種
目
の
選
手
の
方
は
、
栃
木
県

代
表
選
手
と
し
て
十
一
月
十
二
日(

土)

か
ら

神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ
る
「
全
国
健
康
福
祉
祭

神
奈
川
・
横
浜
・
川
崎
・
相
模
原
大
会
」
に
参

加
し
ま
す
。

　

栃
木
県
選
手
団
の
皆
様
が

ど
ん
な
は
つ
ら
つ
プ
レ
ー
を

見
せ
て
く
れ
る
の
か
、
ご
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
ち
ぎ
２
０
２
２

　
　
　
　
　
　
　
　

生
き
が
い
健
康
部　

  

　

六
月
四
日
（
土
）、
と
ち
ぎ
健
康
の
森
で
は
、

県
民
の
日
協
賛
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
と
ち
ぎ

健
康
の
森
フ
ェ
ス
２
０
２
２
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

開
催
当
日
は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場

も
開
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
館
内

の
主
要
な
会
場
も
使
用
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、

ま
た
、
館
内
入
口
の
混
雑
も
予
想
さ
れ
た
た
め
、

来
館
さ
れ
た
お
客
様
が
戸
惑
わ
な
い
よ
う
、
工

夫
し
な
が
ら
会
場
へ
と
案
内
を
し
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
会
場
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、

と
ち
ぎ
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
や
エ

ア
ロ
バ
イ
ク
等
の
器
機
を
実
際
に
体
験
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
を
始
め
、
骨
密
度
測
定
・
健
康
相
談
、

健
康
づ
く
り
体
験
レ
ッ
ス
ン
、
県
内
就
労
支
援

施
設
の
生
産
品
販
売
の
他
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

と
ち
ぎ
２
０
２
２
の
シ
ル
バ
ー
作
品
展
を
同
時

開
催
す
る
な
ど
、
各

種
様
々
な
催
し
を
実

施
し
、
来
館
い
た
だ

い
た
方
々
に
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す

が
、
運
営
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

「
と
ち
ぎ
健
康
の
森
フ
ェ
ス
」  

とちぎ健康の森フェス２０２２の様子

　

無
事
「
か
た
ら
い
第
一
〇
〇
号
」
を
完
成
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
入
職
間
も
な
い
時
期
に
担

当
を
命
じ
ら
れ
、
し
か
も
記
念
す
べ
き
一
〇
〇

号
‼
責
任
は
重
大
で
す
！

　

不
安
の
中
で
た
く
さ
ん
の
方
に
助
け
ら
れ
な

が
ら
こ
こ
ま
で
こ
れ
ま
し
た
。
通
信
員
の
皆
さ

ん
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

次
号
、
第
一
〇
一
号
で
は
も
う
少
し
段
取
よ

く
作
成
し
て
い
け
れ
ば
な
と
思
い
ま
す
。

　
六
月
四
日
か
ら
十
日
は
、
歯
と
口
の
健
康
週

間
で
す
。
み
な
さ
ん
は
、
歯
の
健
診
は
受
け
て

い
ま
す
か
？
い
い
歯
の
日
で
あ
る
十
一
月
八
日

ま
で
に
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
よ
る
マ
ス
ク
の
着
用
に
よ
り
、
口
臭
が
気
に

な
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
お
口
が

マ
ス
ク
に
隠
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
口
腔
ケ
ア
を

日
頃
か
ら
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

お
口
の
健
康
を
保
つ
口
腔
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト

・
よ
く
噛
ん
で
唾
液
を
出
す
。

・�

特
に
、
寝
る
前
の
歯
磨
き
を
し
っ
か
り
し
、

細
菌
を
減
ら
す
。

・�

歯
と
歯
の
間
、
歯
ぐ
き
の
境
目
を
丁
寧
に
ケ

ア
す
る
。

・�

舌
の
掃
除
、
義
歯
の
お
手
入
れ
も
忘
れ
ず
に
。

　
免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
、

お
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
　
　
　
　
　

　
　
歯
と
口
の
健
康
に
つ
い
て


